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自分の薬をつくる

坂口恭平  著
出版：晶文社
498.3 /ｻ 

「自殺者をゼロにする」という目的で立ち上
げられた無料でどんな人でも相談できる電話
サービス「いのっちの電話」。
2012年から立ち上げ約2万人の相談を聞い
てきた著者が行った「皆で皆の悩みを聞く”
ワークショップ」を体験できる1冊です。
自身も躁うつ病で苦しんでいた著者は自分に
あった薬、「日課」を見つけ、実行していくこと
で元気を取り戻していったと語っています。読
むと自分だけの薬を見つけられるかもしれま
せん。悩みを打ち明けられずにいる方は手に
取ってみてはいかがでしょうか。

ひみつの友だち

エリザベス・レアード 作
出版：徳間書店
J 933 /ﾚ 

ルーシーがラファエルに何気なく言った一言
をきっかけに仲間外れになっていくラファエル
と、その様子を見ていることしかできないルー
シー。悩み苦しむ二人の気持ちを丁寧に描いた
物語です。イギリスで出版された優れた児童文
学に贈られる「カーネギー賞」のノミネート作品
になった本であり、友情や言葉の大切さについ
て考えさせられる一冊です。

女装して、一年間暮らしてみました。

クリスチャン・ザイデル 著
長谷川圭 訳
出版：サンマーク出版
946 /ｱ性 /ｻﾞ

きっかけはたった一足のストッキングでした。
冬のとある日、散歩をしていた著者はズボンの
裾から入ってくる冷たい風にうんざりしており、
寒さに対抗するためにドキドキしながらもストッ
キングを買ってつけてみます。
これまでによりもずっと快適に過ごすことがで
き、この経験から「男女の役割」について考える
ようになり、「一年間、女性になる」という実験を
始めることにしました。
女性として、メイクし、服を選び女性として生活
していく中で、自分自身を縛っていた「男らしさ」
や女性が生きる上での問題に気づいていきます。
男女の様々な違いや新しい発見を描いたエッセ
イになっていて、「性」について前向きに考えるこ
とができる一冊です。

女の子だから、男の子だからをなくす本

ユンウンジュ 文 
イヘジョン 絵 
すんみ 訳著
出版：エトセトラブックス 
J ge 367 /ｵ 

この本では、「女の子はリーダーになれない」「男
の子は泣いてはいけない」など日常に潜む女の子
や男の子へのバイアス（偏見）に対して疑問を投げ
かけ、そして「女の子らしく」「男の子らしく」ではな
く「自分らしく素敵な人」になるためにはどうすれ
ばいいのかについてわかりやすく書かれている本
です。
韓国でロングセラーとなり、ジェンダーフリーに
ついて考えさせられる一冊です。
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